
　






  １

　






 









　









　

　


  








　　　　  













　　　　　　　　　　　　　





　　　　　　 




















　　　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　 









　　　　　　　　　　　　 





①　円玉を使わないときの金額は，下の表のようになる。２

　　　

円玉の枚数            

円玉の枚数            

金額            



②　円玉を枚使うときの金額は，上の表の金額にを加えた値である。

　　　

①②の中で，金額が重なっているのは，以下の通りである。

　通り

　　　円，円，円，円，円，円

また，円は支払える金額からのぞくので　　　通り

注　①で円玉を枚以上使ったとき，②で円玉枚におきかえることができる。
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３

　上の図のように直角三角形を作る。辺の長さは辺の長さはである

　から，三角形はの直角三角形である。



 




　したがって，辺の長さはである。

　の値は　　　

　　　　　　  

　底面の形は台形であるから，底面積は

　　　　　　   
 

　　高さはであるから，四角柱の体積は
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